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2012 年 3 月の東シナ海上空におけ る長距離越境大気汚 染の航空機観測 一イオ ン

成分の 分布 と変化
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1は じ め に 】

　 中国で は急速な経済発展に伴 い 大量 の 汚染物質が排出され て い る。それ らは偏西風 によ り、長距離輸送 さ

れ 、 越境大気汚染 と して 問題 とな っ て い る 。 特に 中国 の 風 下 に位置す る 日本に お い て 、越境大気汚染に よ り

国 内の 大気汚染物質濃度の 上 昇が 懸念 され て い る。こ の よ うな背 景の 下 で 、我 々 は東 シ ナ海 上空 で エ ア ロ ゾ

ル 及びそ の 前駆体ガ ス の 観測を行 っ た。本研究で は特に エ ア ロ ゾル の 主要な構成要素で あ る イオ ン成分の解

析 を行 い 、輸送過程 に おけ る変質や 空間分布 の 解 明を 目的 と し た e

【観測1
　観測 日は 2012年 3 月 10、11、13、14fiで あり、長崎県福江島か ら韓国済州島の 南約 230kn1の 地点の 上空

を飛 行 した。飛行高度は 3 月 10 日 が 500、1000m で あ り、ll、13、140 は 500、1000、2000、3000m の 4 高

度 で 観測 し た。飛行形態は福江島と折 り返 し地 点を高度を保 っ たまま飛行す る 水平飛行 と福江島 ．と空を旋回

しなが ら 4 高度を飛行する鉛直飛行の 2 種類であ る。エ ア ロ ゾル は全浮遊粒子 をテ
ー
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上 に捕集 し 、
・イオ ン ク ロ マ トグ ラ フ （島津製作所）で 分析 し た 。 測定 したイ
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【結果及 び 考察1
　イ オ ン 濃度は 11 日 が最も高 く、次い で 13、14、10 日の 順に 高か っ た （図 1）。11 日の イ オ ン濃度は 3000m

が低濃度 な の に 対 し、2000m 以下 に お い て 高濃度の 汚染を捕え た。後 方流跡線に よ る と 5GO、100Gm の 気塊

は 1500m 以下 の 高度 を通 っ て お り 、 3000m の 気塊は 高k 度か ら降 りて きて い る こ とが分か る 。 こ の こ とか ら、

低高度の 気塊 は北京周 辺 由来 の 汚染を運び 、高 々 度の もの は 上空 の ク リーン な空気を輸送 して きた と考え ら

れ る。13 日 の イ オ ン 濃度は 特徴的で あり 2000 、3000m に お い て 高濃度 の 汚染を捕 えたが 500 、　 IOOOm で は低

濃度で あ っ た。 こ れは 03 や SO2 に お い て も同様で あ っ た 。後方流跡線を見る と 500、1000m は韓国付近を通

っ て お り、2000
、
3000m は 中国 の 工 場 地

帯 を通 っ て い る こ とが 分 か る。イ オ ン 組

成か らも低 高度 の 時 は NO3
一
が多 く 、 韓 国

由来 で ある と考え られ る。 14 日の イオ ン

濃度は 1000m で の み高濃度 であ り、03

や SO2、粒子重量濃度 も 1000m にお い て

高 い こ とがわ か っ た。こ れは気塊 が 1二海
や北京な どの ．人 口 過密 な工 業地域 の ヒ

空 を通 っ た こ と に よる と考え られ る。

　CI
’
fNa

’
比 は 4 日 とも海塩 の 組成比 よ り

も低く海塩粒子が変質 して い た 。 そ こ で

Na膿 度を用 い て 計算 し た海水 中 Cl
一
濃

度か ら測定 し た Cl
’
濃度を差引い た Cl損

失量（Cr　loss）と NO3
一
の 相関をと る と、13

日を除 い た 3 日間で 良い 相関が得られ
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図 14 日間の イ オ ン 濃度 （カ チオ ン は 正 、ア ニ オ ン は負 の 値で 示す）

た。 こ の こ とか ら HNO3 （g）が海塩粒子変質 の 主要因で あ る と考え られ る。また NO3
．
は ダス ト由来 で あ る Ca2

＋

と も相関 が 良く、ダス ト粒 子 の 変質に も HNO3 （g）が 関与 して い る と考え られ る。　SO42
’
と NH4

＋

の 相関 は 4H と

も 非常に よ くな っ た。直線 の 傾き か ら ll 日 は NH3 が 豊富で H2SO4 を 完 全 に 中和 し（NH4 ）2SO4 を 形 成 して い た

が 、10、13、14 日は完全に中和 され ずに NH4HSO ， と（NH4）2SO4 が両形態で存在 して いた と推測され る。
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